
顔 耳のふちが白い ひげが白い

尾 太く しましま

あし ５本の長く器用な指

アライグマは

「特定外来生物」です！

「特定外来生物」とは、外国から
来た生物のうち、特に生態系や人
間の生活に多大な影響を与える生
物のことです。
外来生物法により指定され、輸入、
運搬、飼育、野外に放つこと等が
禁止されています。

繁殖：冬に交尾し、平均３～４頭を出産、神奈川県では４～８月に幼獣が多く見られる
寿命：野生では５年未満と推定、飼育下では10年程度

アライグマ

捨てられたり、逃げ出したりして、

野生化し、全国的に広がる

生態系や人間生活に
大きな影響があり、

防除が必要
アメリカから

ペットとして輸入

○何でも食べる 雑食性で、小動物、果実、生ごみなどを食べる

○どこでも住める 山奥から都会まで、どんな場所でも生活できる

野外に広がった
理由



畑の野菜や果物を
食べてしまう日本の生き物（在来種）が

減ったりいなくなったり
するおそれ

人にも感染する病気を
持っているおそれがある

捕獲
アライグマ防除のためには、捕獲が必要です。
ご協力いただける場合は、
お住まいの市町村へご相談ください。

えさになるものをへらす
えさやりをしない
ペットのえさ・利用しない農作物・
生ごみを屋外へ放置しない

住める場所をへらす
建物のすき間をふさぐ
金網やネットの柵は登るので、
電気柵が効果的

畑は電気柵
などで守る

カエルや希少なサ
ンショウウオなど
が食べられる

ごみは
荒らされ
ないように

家やお寺などの
天井裏に入り、
壊したり
汚したりする

人の生活への被害

農作物への被害

生態系への被害

感染症のおそれ
（人獣共通感染症）

どんな被害がある？



・耳のふちは白い
・ひげは白い
・尾はしましま

タヌキ
・目のまわりの黒は
つながらない

・手足は黒い
・尾は黒く太い

ハクビシン
・鼻すじは白い
・鼻はピンク
・尾は細長い

アナグマ
・耳は小さい
・体はずんぐり
・尾は短い

・県の南東部から見つかる
場所が拡がっています

・山奥から都会までどんな
場所でも生活できます

見つかったことのある地域
（平成27年時点）

アライグマを見分けよう

現在も
拡大中…
現在も
拡大中…

どこにいる？（神奈川県内の生息域）

神奈川県の取り組み
県はアライグマの防除を計画的に進めるため、「第３次神奈川県アライグマ
防除実施計画」を策定し、関係機関と連携し、防除に取り組んでいます。

神奈川県ホームページ 《神奈川アライグマ防除実施計画について》
http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f986/p10115.html

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f986/p10115.html


神奈川県では効果的に防除を行うため、
アライグマの生息情報を集めています。
アライグマやその痕跡（爪あと、足あとなど）を
見つけたときは、ご連絡をお願いします。

アライグマによる被害でお困りの方又は目撃した方は、上記
の情報を相模原市役所水みどり環境課まで、お電話にてご連絡
をお願いいたします。

アライグマを見つけたら

爪あと

足あと

アライグマに関する情報

（１）見つけた日

（２）見つけた場所

（３）その他、お気づきの点（頭数、被害など）

情報の提供はこちらまで

相模原市役所 環境経済局 環境共生部 水みどり環境課

電話番号 04２-７６９-8２４２

〒231-8588横浜市中区日本大通１
環境農政局 緑政部 自然環境保全課 電話(045)210-4319 

リーフレット作成：神奈川県 （一部相模原市改変）


